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設備FM分科会/メンバー

主なメンバーは、建築設備関連の
設計事務所、ゼネコン、サブコン、CADベンダー等。

(株)四電工(株)山武
(株)フソウシステム研究所(株)日建設計
高砂熱学工業(株)(株)ダイテック
大成建設(株)セコム(株)
須賀工業(株)ジョンソンコントロールズ(株)
(株)シスプロコモダ工業システムKMD(株)

オブザーバの参加もある。

2003年1月以降の分科会出席者の一覧。
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設備FM分科会/活動状況

1996年から活動。
分科会の開催数は74回(2003年9月現在)。
活動方針は、仕様の理解と実務への適用。

1999年、2000年、2003年に、
IFCを利用した実証実験を実施。
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ミドルウェアによる既存ソフトとの連携 (1999年)

目的

エンドユーザーが使用しているソフトに必要な情報を、
ミドルウェアを利用してIFCデータから取得することにより、
効率化、正確化を図る。
実施内容
①IFCファイルから部屋情報(部屋名、床面積、容積、
壁面積、ガラス面積、方位等)を抽出する。

②熱負荷計算を行なう。
③機器を選定する。
④IFCファイルに機器情報を付加する。
⑤部屋情報を変更して再処理を行なう。
課題
ミドルウェアを作成すること。

建築データを受領すること。
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ミドルウェアによる既存ソフトとの連携(1999年)

ＩＦＣＩＦＣ Ｒ２．０による建築設計と空調負荷計算プログラムの連携Ｒ２．０による建築設計と空調負荷計算プログラムの連携

ビジオ・ジャパンビジオ・ジャパン 富士通富士通 セコムセコム 設備・ＦＭ分科会設備・ＦＭ分科会

ＩｎｐｕｔＩｎｐｕｔ
壁・建具・部屋壁・建具・部屋

ＡｄｄＡｄｄ
部屋・建具・天井・床部屋・建具・天井・床

負荷計算負荷計算
機器の選定機器の選定

プロパティーの変換プロパティーの変換
ＩＦＣＩＦＣ to to ＣＳＶＣＳＶ

部屋情報の変更部屋情報の変更
負荷計算負荷計算
機器の選定機器の選定

プロパティーの変換プロパティーの変換
ＩＦＣＩＦＣ to to ＣＳＶＣＳＶ

設備機器設備機器
レイアウトレイアウト

プロパティーの変換プロパティーの変換
ＣＳＶＣＳＶ to to ＩＦＣＩＦＣ

（現在はマイクロソフト）

ＩＦＣＩＦＣ

ＩＦＣＩＦＣ
→→ＣＳＶＣＳＶ

ミドルウェアミドルウェア

負荷計算・機器選定（既存ソフト）

ＣＡＤＣＡＤ

ＩＦＣＩＦＣ

ＣＳＶＣＳＶ
→→ＩＦＣＩＦＣ

ミドルウェアミドルウェア

ＣＡＤＣＡＤ



7

ＩＡＩＩＡＩ 設備ＦＭ分科会設備ＦＭ分科会A/E/C SYSTEMS JAPAN 2003A/E/C SYSTEMS JAPAN 2003

設計変更のモデル活用による迅速化 (2000年)

目的

建築CADと設備CADの間でIFCデータを受け渡すことに
より、建築変更に伴う設備変更の迅速化を図る。

実施内容

①gaudi-ADT(兼松エレクトロニクス(株))からIFCを出力。
②稲妻Apollo((株)中電シーティーアイ)でIFCを入力し、
照明器具を変更してIFCを出力。

③TriModelerⅡ((株)シスプロ)でIFCを入力し、
空調機を変更。

課題

実務レベルへの展開。
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設計変更のモデル活用による迅速化 (2000年)

負荷計算・機器選定負荷計算・機器選定
（分科会作成）（分科会作成）

稲妻Ａｐｏｌｌｏ稲妻Ａｐｏｌｌｏ
（中電シーティアイ）（中電シーティアイ）

ＴｒｉＭｏｄｅｌｅｒⅡＴｒｉＭｏｄｅｌｅｒⅡ
（シスプロ）（シスプロ）

Ｓｔｅｍ連携Ｓｔｅｍ連携
（Ｃ－ＣＡＤＥＣ）（Ｃ－ＣＡＤＥＣ）
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設備ＣＡＤへのＩＦＣ実装性確認 (2003年)

目的

より多くの設備CADにおいて、
IFCの入出力機能が実装されることを促進する。
手段

IFCの入出力機能を試験的に実装し、
テストデータを用いて入出力機能を確認する

ことにより、技術力の向上を図る。
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設備ＣＡＤへのＩＦＣ実装性確認 (2003年)

設備データを入出力する。フェーズ3

複雑な形状の建築データを入出力する。フェーズ2

簡単な形状の建築データを入出力する。フェーズ1

ステップ

今回は、フェーズ1を実施。



11

ＩＡＩＩＡＩ 設備ＦＭ分科会設備ＦＭ分科会A/E/C SYSTEMS JAPAN 2003A/E/C SYSTEMS JAPAN 2003

設備ＣＡＤへのＩＦＣ実装性確認 (2003年)

実施内容
CAPE((株)ダイテック)および
U/KIT((株)フソウシステム研究所)は入出力を、
CADEWA((株)四電工)は入力を実装。

柱、壁、梁、床、扉、窓等をモデルとして再現。
さらに、BE-Bridgeを併用して、建築と設備のデータを
交換。

CADWeCADWe’’llll CAPECAPE

配管配管
検証図検証図
DD４データ４データ

IFCIFC・・BEBE--BridgeBridge

U/KITU/KIT

CADEWA EvolutionCADEWA Evolution
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設備ＣＡＤへのＩＦＣ実装性確認 (2003年)
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設備ＣＡＤへのＩＦＣ実装性確認 (2003年)

結果

2000年と今回の実証実験によって、
設備CADにとって、IFCの入出力機能の実装に関する
敷居が低くなった。

IFCの実務への展開にはいくつかのハードル
(モデルの定義/ソフトへの実装/

業務の変化/技術者の意識変化)
があるが、

その一つが低くなってきた。
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設備ＣＡＤへのＩＦＣ実装性確認 (2003年)

課題

ベンダーによる本格的な実装と、

それをプッシュするための、ユーザーによる要求の高揚。

ユーザーとベンダーによる相互スパイラルアップが必要。

用途が技術を高め、技術が用途を広げる。
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今後の展開

ベンダーは、引き続きフェーズ2および3を実施していく。

ユーザーは、用途を真剣に考える。

皆が使えるという立場ではなく、自分が使うという立場で

考えてみる必要がある。

ユーザーが真に見込みを持てる用途を考えることができ

れば、ベンダーと共同で実現を図っていくことができる。


